
議員　公用車不正使用の問題で、訪問先の市民
が支援者であること、公務でないことについ
て公開質問状が提出された。一部公務があっ
たとしても、同行した職員、副市長が公務で
はないと認識しながら、なぜ市長一人が公務
と判断したのか。
一連の関連の中で公務と判断した
市　私が公務と判断した。副市長と全く違った
判断をしたわけでなく、公務であるという一
環もあった。（田村市長）
　　結果として公務外の部分もあったが、後に
市民病院へ打ち合わせに行く公務があったこ
とから、一連の関連の中で公務として整理を
した。（西田副市長）
　　　　　●子ども医療費の無料化について

議員　都市の空きスペースに農園を作りコミュ
ニティを活性化する「エディブルパーク」の
考え方が世界的に関心を集めている。市でも
ニュータウン内の公園や学校跡地などで実証
実験を行い推進すべきと考えるが、市の見解
を伺う。
他市のエディブルパークの取組を研究していく
市　公園や公共用地の将来のあり方の検討にあ
たっては、まちの成熟とともに多様化するニ
ーズや地域住民などの声に加え、提案のあっ
た新しい概念も積極的に取り入れながら、他
市でのエディブルパークの取組を研究してい
きたい。（田村市長）
　　　　　●市長の市政運営について　他２件

議員　学校現場の声として長年にわたりトイレ
の洋式化を要望してきたが、現在の進捗状況
と今後の取組は。
目標値を掲げ、計画的に取り組んでいる
市　総合計画において、校舎の洋式便器１基あ
たりの児童生徒数を女子10人、男子20人と
目標値を掲げ取り組んでいる。進捗状況は、
令和６年３月末時点で、小学校は女子が11.4
人、男子が16.4人、中学校は女子が10.5人、
男子が18.5人と全体でみると概ね目標値に
達している状況であるが、目標値に達してい
ない学校もあることから、今後も計画的に取
組を進める。（浅野学校教育部長）
　　　　　●「こどもを核としたまちづくり」
について　他２件

議員　公民連携プロデューサーの設置から４か
月が経過した。同プロデューサーを筆頭に、
市の課題をどう捉え、今後どのようなビジョ
ンを持ち、取組を進めようとしているのか。
スピーディーな課題解決に向け取り組む
市　現在、市民の満足度と幸福度の向上を優先
し、スピーディーに課題解決に向けた取組を
進めている。今後は、産官学の連携・協力を
拡大し、地域経済の活性化に資する取組に重
点を置き、市の課題解決を進め、公民連携先
進都市の歩みを進める。（田村市長）
　　　　　●地域活動支援への取組について　
他１件
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日本史の中でもメジャー級の教育者や政治家
とのつながりを豊富に持つ魅力的な歴史の宝
庫といえる。市民の郷土への誇りにつながる
三田の歴史を生かすための政策ビジョンを伺
う。
新たな仕掛けでさらなるPRをしていく
市　三田の歴史に関心を寄せる作家の玉岡かお
る氏から著作にまとめる意向を伺っており、
市も協力して三田の歴史文化をPRしていく
とともに、三田と歴史的につながりのある地
域との交流の動機づけを図るような新たな仕
掛けを行う。（田村市長）
　　　　　●生成AIの活用について　他２件

議員　2060年には約645万人の方が認知症と
なり、軽度認知障害の方も632万人に達する
という調査予想がある。市の認知症関連事業
に音楽やネイルを楽しむ代替療法を取り入れ
てはどうか。
認知症カフェなどに代替療法の取り入れを検討
市　認知症の治療は薬物療法とともに非薬物療
法を取り入れることで、精神的な安定等が図
れ、生活の質の向上が期待できる。今後、認
知症カフェなどにおいて、音楽療法などの代
替療法がさらに広がるよう取り組んでいく。

（田村市長）
　　　　　●三田市における急性期医療の確保
について
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　まちづくりや暮らしに関する制度、市が行う事業の執行状況や将来の
方針について、議員が質問を通して市の見解を求め、主張・提言・指摘
を行います。
　9月定例会では、12人の議員が一般質問（個人質問）をしました。質問
時間は、答弁の時間を含めて1人40分です。
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